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地球ニュートリノ観測による地球深部理解

Undestanding the Earth's deep interior with geo-neutrino

measurements
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　地球内放射性物質を起源とする反ニュートリノ「地球ニュートリノ」は、地球の熱収支や熱進化の根本的な

謎に関わる地球内放射性物質量を直接観測することができるユニークなツールである。地球ニュートリノ観測

による地球の理解は、2005年にKamLANDによって世界初観測が成し遂げられて以降、現在でも安定的に世界

最高感度で観測を続けている日本発の世界を牽引する研究分野である。これまでに地球ニュートリノフラック

スの観測によって許される地球の組成モデルに制限を与たが、大陸上での観測は約70%もの寄与が地殻由来で

あることに加えて地殻の予想フラックスモデルの不定性が大きいことにより、より深いマントルの情報を現存

する大陸上の観測器による観測で得ることは難しい。地殻が薄くより単純な海洋での観測はマントルの地球

ニュートリノの直接観測という地球深部の革新的知見を得られ、「ニュートリノ地球科学」の現代検出器の不

可能を突破するブレークスルーとなる。 

　本講演では地球ニュートリノ観測による地球深部理解に向けた実験的取り組みについて紹介する。
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